
様式第二号の八（第八条の四の五関係）

年 04 月 24 日

殿

　提出者

住　所

氏　名

電話番号 - -

市

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

（日本産業規格　Ａ列４番）

（第１面）

産業廃棄物処理計画書

2024

静 岡 県 知 事

静岡県富士市本市場４４１番地の１

富士市

富士市長　小長井　義正

　(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

0545 67 2846

事 業 場 の 名 称 東部浄化センター

事 業 場 の 所 在 地 静岡県 富士 富士岡南260番地の1

計 画 期 間 令和6年4月1日～令和7年3月31日

① 事 業 の 種 類 水道業

② 事 業 の 規 模 令和5年度年間処理水量　12,276,163㎥

③ 従 業 員 数 13人

④ 産 業 廃 棄 物 の
一連の処理の工程

別紙参照　多量排出事業者の産業廃棄物処理計画
　・廃棄物の発生のフローシート(図1)
　・廃棄物処理フロー図(図2)

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他そ
の処理に関する計画を作成したので、提出します。



産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（管理体制図）

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

5

ｔ

ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ

ｔ

（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の分別に関する事項

（第２面）

【前年度（令和　 年度）実績】

産業廃棄物の種類 排出量

　　下水汚泥 27,559.070 

0.000 

別紙参照　多量廃棄物事業者の産廃廃棄物処理計画
　５．廃棄物の処理に関する事項

産業廃棄物の種類 排出量

　　下水汚泥 27,800.000 

0.000 

別紙参照　多量廃棄物事業者の産廃廃棄物処理計画
　５．廃棄物の処理に関する事項

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

下水汚泥のし渣を除去。

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

下水汚泥のし渣を除去。

別紙参照　多量廃物事業者の産業廃棄物処理計画
　４．産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

①現状

②計画

①現状

②計画



自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

5

ｔ

ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ

ｔ

（今後実施する予定の取組）

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

5

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

（第３面）

【前年度（令和　 年度）実績】

産業廃棄物の種類
自ら再生利用を行った

産業廃棄物の量

　　下水汚泥 0.000 

0.000 

産業廃棄物の種類
自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

　　下水汚泥 0.000 

0.000 

【前年度（令和　 年度）実績】

 産業廃棄物の種類
自ら熱回収を行った
産業廃棄物の量

自ら中間処理により減量した
産業廃棄物の量

　　下水汚泥 0.000 24,361.710 

0.000 0.000 

別紙参照　多量廃棄物事業者の産業廃棄物処理計画
　５．廃棄物の処理に関する事項
　７．産業廃棄物の中間処理に関する事項

 産業廃棄物の種類
自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

　　下水汚泥 0.000 24,245.000 

0.000 0.000 

①現状

②計画

①現状

②計画



別紙参照　多量廃棄物事業者の産業廃棄物処理計画
　５．廃棄物の処理に関する事項
　７．産業廃棄物の中間処理に関する事項



自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

5

ｔ

ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ

ｔ

（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

5

（これまでに実施した取組）

（第４面）

【前年度（令和　 年度）実績】

産業廃棄物の種類
自ら埋立処分又は海洋投入

処分を行った産業廃棄物の量

0.000 

0.000 

産業廃棄物の種類
自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行う産業廃棄物の量

0.000 

0.000 

【前年度（令和　 年度）実績】

①優良認定処理業者への処理委託量
②再生利用業者への処理委託量
③認定熱回収業者への処理委託量
④認定熱回収業者以外の熱回収を行う
　業者への処理委託量

①
（t）

②
（t）

③
（t）

④
（t）

全処理委託量
（t）

　　下水汚泥 1,460.730 3,197.360 0.000 1,310.720 3,197.360 

0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 

再生利用の完全実施。

産業廃棄物の種類

①現状

②計画

①現状



【目標】

（今後実施する予定の取組）

（第５面）

①優良認定処理業者への処理委託量
②再生利用業者への処理委託量
③認定熱回収業者への処理委託量
④認定熱回収業者以外の熱回収を行う
　業者への処理委託量

①
（t）

②
（t）

③
（t）

④
（t）

全処理委託量
（t）

　　下水汚泥 1,660.000 3,555.000 0.000 1,655.000 3,555.000 

0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 

※事務処理欄

産業廃棄物の種類

②計画



（第６面）
備考
　１　前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。

　２　当該年度の６月30日までに提出すること。

　３　「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入するこ
     と。

　　(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。
　　(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請
　　　完成工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ
　　　事業規模が分かるような前年度の実績を記入すること。
　　(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するま
　　　での一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。

　４　「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中
　　間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間
　　処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。

　５　「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量
　　を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行
　　令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収
　　施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）であ
　　る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者へ
　　の焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。

　６　それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと
　　おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の
　　種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入
　　すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないとき
　　は、「―」を記入すること。

　７　※欄は記入しないこと。



多量排出事業者の産業廃棄物処理計画

（東部浄化センター）



　１．事業所の概要

　　（１）事業所名　　　　　　富士市東部浄化センター

　２．事業の概要

（１） 事業の概要
　　　
　　　

　　　

　　

　　

（２） 下水処理 図１参照
フローシート

　　（３） 処理場の展望

　　

　　　
　　（４） 廃棄物処理 図２参照

フロー図

（５） 連　絡　先

　　　

　３．計画期間 　　令和６年４月１日から令和７年３月３１日まで

  現在、市内をおおよそ潤井川と伝法沢川を基準とし東西に分
け、東側の東部処理区の下水を東部浄化センターで処理を行って
いる。下水道は分流式を採用し、下水処理方式は標準活性汚泥法
である。
　現在の処理能力は55,800 /日を保有する。令和5年度の年間処
理水量は、12,276,163 /年で、平均処理水量は約33,541 /日と
なる。
　なお、令和5年度末の富士市全体の普及率は79.7%となる。

担当者名

電話番号

  平成19年度に水処理棟の増設工事が完了し、処理能力が55,800
 /日となる。これに伴い、吉原終末処理場の運転を停止し、東部
処理区の汚水は東部浄化センターで処理を行っている。

0545-67-2846

上下水道部 下水道施設維持課
施設管理担当　　山口　亮



図１
産業廃棄物の発生のフローシート
（令和 5年度実績）

流入水 沈砂池 分配槽 最初沈殿池 エアレーションタンク 最終沈殿池 塩素混和池 放流水

（12,276,163 /年）
返送汚泥

水処理
汚泥処理

生汚泥

余剰汚泥

中間処理（脱水）

脱水汚泥

汚泥濃縮槽

返流水

東部浄化センター

遠心濃縮機
ﾍﾞﾙﾄ濃縮機

高濃度
濃縮装置

汚泥混合槽 高濃度
消化槽

消化汚泥
貯留槽

ﾍﾞﾙﾄﾌﾟﾚｽ
脱水機

ｽｸﾘｭｰﾌﾟﾚｽ
脱水機

消化汚泥



（新環境クリーンセンター）

26,840.88 ｔ／年 △ 23,643.52 ｔ／年 3,197.36 ｔ／年 568.85 ｔ／年

（㈱ミダック ）

296.80 ｔ／年

（日本製紙㈱ ）

445.07 ｔ／年

（㈱ピラミッド ）

1424.90 ｔ／年

(光陽産業㈱)

廃棄物処理の流れ
418.83 ｔ／年

委託処理範囲
(㈱日邦)

35.83 ｔ／年

（サンケン起工㈱）

7.08 ｔ／年

東部浄化センター図２ 廃棄物処理フロー図 （令和 5 年度実績）

水処理設備

発生源 廃棄物 処理・処分

脱水汚泥汚泥 脱水機

焼却施設

焼却施設

肥料化施設

脱水施設

焼却施設

肥料化施設

焼成施設



４．産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（１）責任者及び管理組織図 （東部浄化センター）

所　属 富士市上下水道部下水道施設維持課 課　長 佐野　和史

所　属 上席技師 山口　亮

所　属 維持管理委託業者「㈱ウォーターエージェンシー」 現場責任者　 池田　一成

総括責任者  総括的な把握

役
処理責任者  各記録関係をﾁｪｯｸ、報告、管理及び長期的な処理計画の策定、委託業者の指導

 

割
技術管理者  処理施設の技術上の維持管理の実施

廃棄物管理組織

富士市役所 総括責任者

下水道施設維持課 下水道施設維持課長 佐野　和史

東部浄化センター 西部浄化センター

処理責任者 上席技師 山口　亮 処理責任者 上席技師 山口　亮

技術管理者 現場責任者 藤田　健 技術管理者 現場責任者 池田　一成

総括責任者

処理責任者

技術管理者

富士市上下水道部下水道施設維持課施設管理担当



５．廃棄物の処理に関する事項（東部浄化センター）

（１）基本的事項

① 　産業廃棄物の適正処理を確保するため、関連する法令、その他の規則を遵守するとともに
行政の環境施策に協力する。

② 　発生した産業廃棄物を処理業者に委託する場合、収集運搬から処分に至るまで確認して
的確に管理する。

③ 　廃棄物の処理について次に掲げる事項を実施し、また、委託会社にも必要な指導を行う。

中間処理 ・脱水効率の向上等による中間処理を推進する。
そ の 他 ・処理内容を確認し、処理業者と適正な委託契約を締結する。
再生利用 ・資源化等の有効利用を推進する。

（２）廃棄物処理の現状

①

（３）発生抑制

（４）その他の取組
・廃棄物の性状分析の実施。
・処理業者と委託契約を結ぶにあたり、現地（処理状況、維持管理状況、周辺状況等）を確認する。
・産業廃棄物管理票（マニフェスト）の管理を徹底する。

（５）産業廃棄物処理施設の設置状況

表１　産業廃棄物処理施設の設置状況（東部浄化センター）

処理対象
産業廃棄物

濃縮混合汚泥 平成　２年　７月 汚泥処理棟内

平成　７年　３月 〃

平成１３年１２月 〃

スクリュープレス 平成１９年　４月 汚泥処理棟内

　東部浄化センターから発生する産業廃棄物は、下水処理の過程で発生する生汚泥と余剰
汚泥で、令和 5 年度の発生量は、生汚泥が 197,728 /年 、余剰汚泥が 106,248 /年 で
ある。生汚泥は汚泥濃縮槽で、余剰汚泥は遠心濃縮機・ベルト濃縮機でそれぞれ濃縮さ
れ、汚泥混合槽で混合される。全ての汚泥が消化槽で処理された後、ベルトプレス脱水機
及びスクリュープレス脱水機で含水率 72.9％程度まで脱水される。令和 5 年度の脱水機
供給汚泥量は 25,054 /年 で、脱水された汚泥は委託処分している。その内訳は、有効利
用（路盤材，セメント原料，肥料としての再資源化など3,197.36ｔ/年、100.0％）となっ
ている。

89.1 /日

84.7 /日

　令和5年度は前年度の比べ、汚泥の含水率の減少などにより搬出汚泥量を削減することが
出来た。今後も処理水量には注視するとともに、汚泥の濃縮・脱水工程などの汚泥処理を
効率的に行うことにより、排出量の抑制につとめる。

　当処理場内における産業廃棄物処理施設の設置状況を表１に示す。現在汚泥の脱水施設
について、ベルトプレス脱水機が３台、スクリュープレス脱水機が１台設置されている。

ベルトプレス
ろ過式

処理能力処理方法 設置年月

汚泥の脱水施設

　　　　　　×１台

設置場所

　　　　　　×３台



６．産業廃棄物の再生利用に関する事項（東部浄化センター）

＜具体的取組＞
再生利用量

の増加
（ｔ／年）

358 路盤材, セメント原料，肥料と
しての再資源化

７．産業廃棄物の中間処理（再生処理を除く）に関する事項（東部浄化センター）

＜具体的取組＞
中間処理に
よる減量分

の増加
（ｔ／年）

117 濃縮機の適正な管理・運転
汚　泥

汚　泥

廃棄物の種類

廃棄物の種類
（ｔ／年）

24,24524,362

（R5年度） （R6年度）

具体的取組
減量化をした量 減量化をする量

実　績 計　画
（ｔ／年）

3,197 3,555

中間処理による 中間処理による

（R5年度） （R6年度）

具体的取組再生利用量
計　画

（ｔ／年）

再生利用量
実　績

（ｔ／年）


